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子どもが運動に魅力を感じ、生涯にわたって運動に親しんでいこうとする意欲を育むため

に、「自分の動きを高めることによって心地よさが味わえる」という運動に対する新たな認

識を創りあげる子どもを目指す。その具現ために、「動きの内観力」に着目した。

子どもが運動に／じ＼から魅力を感じるためには、目に見える記録の伸びや運動の結果のみに

着目するのではなく、高められたよい動きのもつ心地よさを感じ取っていくことが必要であ

る。子どもが自分の動きの力感やスムーズさをとらえ、それと体の使い方とを関係つけて動

きを変えるためのポイントを見出し、そのポイントの有効性を確かめながら動きを高めてい

く。このような学びを通して、よい動きのもつ心地よさを感じる新たな運動認識を創りあげ

る姿を期待した。
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Ⅰ よ い動きのも さ

な敬
ヽ

い/つ じる

認識を創りあげる体育科
1 . 体育科で求める子 ども

研 究主題 ｢創造的な知性を培う｣ の もとで の 体育科で は ､ ｢ 自分 の 動きの力感や ス ム ー ズさを

とらえながら動きを高め る こ とによ っ て ､ よ い 動きの もつ 心地よ さを感 じる新たな運動認識を創

りあげる子 ども｣ を求めて い く｡ 具体的に は､ ｢ 動きを高め る こ とで こ んなに気持ち よく動 ける

んだoJ ｢ よ い 動き っ てとても心地 い い ん だな｡｣ と運動に対する認識を新たに して い く姿である ｡

子 どもの体力や運動能力の低下が指摘されて い る今､ 子 どもが確実によ い 動きを身に つ けて い

く ことは体育科の 重要な課題である ｡ そして ､ その こ とは子 どもが運動に魅力を感じ､ 生涯 にわ

た っ て運動に親しんで い く姿にも通 じる ｡ その ため に は､ 目に見える記録 の伸びや運動 の結果の

み に着目して い くだけは不十分で ある ｡ 子 どもが新たな動きを獲得して い く過程で ､ 動きをとら

える視点に力感やス ム ー ズ さを加えて い く ことで ､ 目指す動きと自分 の今の動きとのずれをとら

えやすくなり､ 目指す動きの 獲得に近づく に つ れて高め られたよ い 動きの もつ 心地よさを感じ

取っ て運動に対する新たな認識を形成して い く姿が期待で きる｡ 具体的に は､ 以下の ようなカリ

キ ュ ラム 改善と授業改善により､ その 姿に迫 っ て い く ｡

求める子ども

よい動きの もつlじ＼地よさを感じる新たな運動認識を創りあげる子ども

求める学び

自分の動きの力感やスム ー ズさと体の使い方とを関係つけながら動きを高める学び

2 . 新 たな運動認識を創 りあげる カ リキ ュ ラ ム 改善の視点

体育科で は ､ ｢ よ い 動きの も つ 心地よさを感じる新たな運動認識｣ を形成して い くため に ､ 次

の視点か らカ リキ ュ ラ ム改善を図っ て い く ｡

(1) 運動感覚をもとに した動きづく りを充実して いく ために ､

動きの 力感やス ム ー ズさをとらえやすい 単元に重点を置く｡

具体的に は ､ ○器械運動系 ( マ ッ ト運動
･

跳び箱運動 ･ 鉄棒運動)

○跳 び遊 び ､ 走り幅跳び ､ 走り高跳び ､ ハ ー ドル走

○なわ遊び ､ 体の巧み さを高め る運動 ､ リズム 体操

○表現 ･

リズ ム ダンス

(2) ボ ー ル運動にお い て は ､ 中核技術を明らか に し
､ その獲得の ため に

力感やス ム ー

ズさをもとに した動きづ くりを取り入れ て い く｡
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3 . 新たな運動認識を創り あげる授業改善の方策

(1) 体育科で はぐくむ ｢感性 ､ 科学的な感性 ､ 科学的なもの の見方 ･ 考え方｣

子 どもがよ い 動きの もつ 心地よさを感じ取 っ て い くため に ､ 自分の 動きを内からとらえよう

とする ｢ 感性｣ と､ 実際に動きを変えるため の 問題解決力としての ｢科学的な感性｣ ､ ｢科学的

なもの の 見方
･

考え方｣ に着目した ｡

①感性 ｢ 自分 の動きの力感や ス ム
ー ズ さをとらえる力｣

自分の 動きを目に見え る記録 の伸びや運動の 結果からだけで なく､ 心 に感じる力感や ス

ム ー ズさからもとらえ､ 自分 にとっ て心地よ い動きに変えようと いう意欲を高める力 ｡

②科学的な感性 ｢ 力感や ス ム ー ズ さと体の 使 い 方とを関係 づ けて 動きの ポイ ン トを見出す力｣

｢ も っ と力強 い 動きにする ため に は ､ 体を こ の ように使うとよ さそうだ｡｣ と い うように ､

動きを修正する ポイ ン トを具体的に見出 して ､ 動 きを変える方法の 見通しをもつ 力｡

③科学的なもの の見方 ･ 考え方｢ 見出したポイントの有効性を確かめながら動きを高めて いく力｣

科学的な感性を働かせて見 出して きた ｢ 動きを修正する ポイ ント｣ に したが っ て動きを高

め て い きながら､ その有効性を検証し､ 実際の 動きに結びつ けたり､ ポイ ン トを見直したり

して い く力｡

(2) ｢感性 ､ 科学的な感性 ､ 科学的なもの の見方 ･ 考え方｣ を働 かせ た学び

4 . 新たな評価方法の 開発

(1) ノ
ー ト記述や発言から､ ｢ とらえた力感や ス ム ー ズさと体の 使 い 方とを どの ように関係づ け

て動きを修正するポイ ン トを見出して い るか｣ を見取り､ 科学的な感性を評価する ｡

(2) 練習の 様子から､ 見出した ｢ 動きを修正す るポイ ント｣ にしたが っ て ､ ｢ どの ように練習方

法を工夫 して い るかや ､ その ポイ ン トを どう見直 して きたか｣ を見取り ､ 科学的なもの の 見方 ･

考え方を評価する ｡
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Ⅱ 実践の概要

｢ アタ ､ソク ! プレルポ ー ル｣

1 . とらえた動きの感じをもとに して 目指すア タ ッ ク動作を獲得して い く学び

本単元で は バ レ ー ボ ー ル 型ゲ ー ム の 中核技術を アタ ッ ク動作におき､ その獲得を目指して学習

を展 開して い く ｡ 従来の ｢ ル ー ル や作戟の 工夫｣ に重きをおい た学習の 進め方で は ､ 初めて バ レ ー

ボ ー ル 型ゲ ー ム を学習する子 どもたちを運動特性に十分触れさせ る こ とがで きな い と考えたから

で ある ｡ ボ ー ル をジ ャ ン プして力強く打て る心地よさを子 どもに味わわせた い と願 っ た｡

その ため に ､
プ レル ポ - ル の 要素を取り入れ て い く ｡ 初め は低 い ネ ッ トで テ ニ ス の ように打ち

合 い ながら少 しずつ ボ ー ル を打 つ 動作を身に つ けて い く｡ そして ､ ネ ッ トが高くなる につ れ ､｢ ジ ャ

ン プして アタ ッ クを強く打つ ため の タイミ ング｣ に焦点を絞りながら､ 自分 が目指すアタ ッ ク動

作を身に つ け､ ｢ 自分の 動きを高め る こ とで心地よ さが味わえる｣ と運動に対する認識を新た に

して い く姿を期待した｡

2 . 単元 の構想

(1) 単元の 目標

調子よく アタ ッ クするた めの ボ
ー

ル の 打ち方を検討する中で ､
ボ ー ル の 動きに手足の 動きを

同調させ てタイミ ン グよくボ ー ル を打 つ こ とが大切なこ とに気づ き､ 力強くス ム ー ズ な動作で

アタ ッ ク を打 つ こ とが で きる ｡

(2) 追求の構想 ( 9 時間)

-
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3 . 授業の実際

(1) ア タ ッ クを強く打っ て コ ー トに入れ た い

初め て の ソ フ トバ レ
ー

ボ
ー ル の 導入に際して ､ リ

ー ドア ッ プゲ ー ム として の プ レル ポ - ル を

子 どもたちに提示した｡ ネ ッ トはテ ニ ス の ように低く設置し､ 2 対 2 で ボ
ー ル をワ ン バ ウ ン ド

させ ながら打ち合うゲ
ー ム で ある ｡ 初め の うちは ､ サ

ー

ブを拾 っ て返すこ ともできなか っ た子

どもたちであるが､ 2 時間目の 終わりには

3 回､ 4 回とラリ ー が続くようになっ た｡

子 どもたちが ボ ー ル を打 っ たり拾 っ たり

す る動作に あ る程度慣れて きた様子を見

取 っ て ､ 3 時間目か らネ ッ トの 高さをバ ド

ミ ン トン よりや や低い 高さま で上げ､ 人数

も増や して 4 対 4 の ゲ ー ム とした｡

子 どもたちに ､ これからこの プレル ポ -

ル の学習を進めて い く上で ､ どんなこ とを

目指して い きたい かを問う) た｡ 一 人 の子 どもが ｢ テ レ ビで見る バ レ ー ボ ー ル の 選手み た い に ビ

シ ッ と強い ア タ ッ クが打 て るようになりた い ｡｣ と発言 してきた｡ ｢ 賛成｣ ｢ O K ! ｣ と次々 に

反応する子 どもたち｡ ｢ 強 い ア タ ッ ク を打 つ こ と｣ が当面の 課題とな っ た ｡

動きを 一 連の 流れとして とらえ､ リズ ミカ ル な動きに表そうとす る昭夫さんは ､ トス された

ボ ー ル にタイミ ン グを合 わせなが ら.､ 力強くアタ ッ クを打 てる ようにな っ て い っ た ｡ 振り返り

に ｢ アタ ッ ク は けっ こうよくで きて い たと思う ｡ しか し､ 上 にあげて い るような感じだ｡｣ と

書 い た｡ 感性 ｢ 自分の動きの 力感や ス ム
ー ズ さをとらえる力｣ を働 かせ て ､ ｢ 強く打 っ て ､ コ

ー

トに入れた い｣ と自分の 動きを変えようとする意欲を高め てきた姿である ｡

(2) ジャ ン プして下向きに ア タ ッ クを打 とう

自分 の 動きの よさや問題点を よりは っ きりさせ る ため に ､

自分の アタ ッ ク の 際の 体の 動きを確かめ る場を設定した ｡ 昭

夫さん は自分 の ア タ ッ ク動作を振り返 っ て ノ
ー トに ｢ 自分 は

ジャ ン プせ ずに打 っ て い る の で アウ トになる ことが 4 回に 1

回ほ どある ｡｣ と書 い た ｡ そ して ､ ｢ ジ ャ ンプして ､ 手の ひ ら

をボ ー ル に勢 い よくぶ つ けて打 っ て い る ｡｣ と い う浩二 さん

の 発言を聞き ､ ｢ ジ ャ ンプ して打 て ば下に力を加 えや す い と

思うの で ア ウトも へ ると思うが ､
ジ ャ ン プの タイ ミ ン グがむ

ずか しそう｡｣ と書 き加えた ｡ ジ ャ ン プして打 つ こ と に自分

の 課題解決の可能性を見出しなが らも､ 目指す動きの 像を具

体的にもて ては い な い状況であると見取 っ た ｡

そこ で ､ 目指す動きの 像を具体的にもたせ るため にアタ ッ ク動作がほ ぼ理想的な形で できて

きて い る浩二 さんの 動きを全体に見せ た ｡ 浩二 さんの ア タ ッ ク動作を見て ､ ｢ オ ー ｣ と歓声を

上 げる昭夫さん ｡ 自分が 目指す動きと して , ｢ ジ ャ ン プ して ､ 角度を つ けて ア タ ッ ク を打とう｡ ｣
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と書い た ｡ 仲間の よ い 動きを見たこ とで ､ 自分が目指す アタ ッ ク動作の 像を具体的にも つ こ と

ができたの である ｡

試技を繰り返しながら､ ｢ 今の は角度がよくなか っ た｡｣ ｢角度はよ か っ たけど､ 球が遅か っ

た｡｣ と つ ぶ やき ､ 自分の 動きを振り返る昭夫さん ｡ 振り返りには ､ ｢前よりはジ ャ ン プしてア

タ ッ クを打つ ことがで きてきたと思うが､ まだ完壁 にや れてない ｡ タイ ミ ン グがずれて ､ 失敗

する ことが多々 ある ｡｣ と書 い た ｡ 科学的な感性 ｢ 力感やス ム
ー ズ さと体の 使い 方とを関係づ

けて 動きの ポ イ ントを見出す力｣ を働か せ て ､ ｢ ア タ ッ クを下向きに強く打 つ た めの ジ ャ ン プ

の タイミ ン グを は っ きりさせ よう｡｣ と動きの ポイ ン トをジ ャ ン プの タイ ミ ン グ に絞り込ん だ

姿で ある｡

(3) どうすればトス されたボ ー ル にタイミングが合うの か

次の 時間､ トス にタイミ ン グを合わせよ

うと練習に取り組んで い っ た昭夫さんであ

るが､ タイミ ン グがまちまちで ジ ャ ンプで

きなかっ たり､ ネ ッ トに引 っ かけたりを繰

り返して い た ｡ そこ で ､ 昭夫さん の グル ー

プを集め ､ ボ ー ル の 高さと踏み切りの タイ

ミ ン グとを関係づ けて 考えて きた同 じグ

ル ー プの 綾子さん に､ どの ようにして タイ

ミ ン グを決め て い る の かを問うた ｡ ｢ ボ
ー

ル が どこ まで 来たらジ ャ ン プするかを探して い る ｡｣ と い う綾子 さん の 発言を じ っ と聞く昭夫

さん ｡ トス されたボ ー

ル の 高さと踏み切りの タイミ ングを関係 づけて考える こ との よさに気づ

い て い っ た ｡

さらに､ およ そ どの ぐら い の 高さで踏み切 れ ばよ い の か を視覚的 に見えるようにす るた め

に､ ネ ッ トの 横に高跳びの ス タ ン ドを使っ た補助教材を置い た｡ ｢ どの ぐら い の 高さにすれば

よ い ? ｣ と い う問 い かけに､ ｢ ジ ャ ン プして腕を伸ばすとこ れぐら い だから､ それよりもうち ょ っ

と上か な｡｣ と答えた ｡ 目印とボ ー ル の 位置とを確認 しなが らジ ャ ン プするようにな っ た昭夫

さん ｡ それまで ､
どんなトス で も無理矢理打 っ て い たが ､

低 い トス は見送 っ て もう
一 度トス を上げ直して もらうよう

にな っ た ｡ 4 回試 して ､
2 回成功 した昭夫さん は ､ 振り返

り に､ ｢ ボ ー ル が
､ 自分の ジ ャ ン プして手を振 っ た 時の

一

番上 にあた る場所よりも少 し上の あたりにきたときにジ ャ

ン プすれば､
タ イミ ン グが合 っ た｡｣ と書い た ｡ ボ

ー

ル の

高さと踏み切りの タイミ ングとを関係 づけるとい う考える

i 視点が は っ きりした こ とで ､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方

_
j
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(4) ジャ ン プするタイミ ン グを決め た ら､ 強く打 っ て コ ー

トに入れ られる ようにな っ た

次の 時間､ ジャ ンプの タイミ ン グをは っ きりさせた ことで ､ 昭夫さん は目指す動きで あ っ た

｢ ジャ ンプして強くアタ ッ クを打ち ､
コ

ー トに入 れる ｡｣ と いう動きを獲得して い っ た｡

試合の 中でも､ トス を上げる仲間に トス の

高さや位置を指示 しながら､ 獲得した動き

で ポイ ン トをたくさん入れる こ と がで きた ｡

アタ ッ クが決まるた び に､ 満面の 笑顔 と体

全体の ガ ッ ツ ポ
ー ズ で喜びを表す昭夫さん ｡

自分 の動きの 高まりを自覚し､ 思 い 通りの

アタ ッ クが打て る心地よ さを実感して い っ

た姿で ある｡

目指すアタ ッ クがゲ ー ム の 中でも打て る ようにな っ てきた子 どもたちは ､ その 後の 学習の 中

で ｢ 強 い アタ ッ ク に対応す るため の 守り方｣ に 目を向けて い っ た ｡ そして ､ 強 い アタ ッ クを止

め たり ､ 勢い を弱め たりす るため の ブ ロ ッ ク の 大切さを見出し､ ブ ロ ッ クする人や フ ォ ロ
ー

す

る周りの 人の 動きに着目しながら､ チ ー ム で 連携す る動きを追求して い っ た ｡ その ような学び

が成立 したの も ｢ 強 い アタ ッ ク｣ がゲ ー ム の 中で実現する状況が生まれたからこ そで ある.
と考

える ｡

4 . ｢ 感性､ 科学的な感性､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を

働かせ る姿を生 ん だ教師の働きか けに つ い て

子 どもが ｢ 科学的な感性｣ を働か せて 動きの ポイ ン トを見出すため には ､ 目指す動きが像と し

て 明確にイメ
ー

ジされて い る こ とが必要である こ とが わか っ て きた ｡ ｢ 力強くは打て るようになっ

た｡ ｣ と力感を感じて きた昭夫さん であ っ たが､ それだけで は ｢ で も ､
コ ー トからはみ 出して し

まう｡ ｣ と い う問題点を解決する こ と はできなか っ た ｡ 浩二 さん の ア タ ッ ク動作を見せ た こ とで

昭夫さん は初め て アタ ッ クの 角度に着目する こ とが で き､ その 動きを具現するため の ジ ャ ン プの

タイ ミ ン グにポイ ントを絞り込む こと が で きた の である ｡

ま た ､ ｢科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を働 かせ る ため の 働きか けとして は ､ 体育科で 大事に

して い きた い 3 つ の働 きか け (｢ フ ォ ー ム によ る働きか け｣ ｢ 言葉に よる働きか け｣ ｢ もの によ る

働きか け｣ の 内 ､ ｢ もの に よる働きか け｣ の 有効性が実証で きた と考える ｡ 昭夫さんが踏み切り
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の タイミ ン グを探っ て い く際に､ ただ漠然と ｢ い つ ジ ャ ン プしたらうまく い っ た か｡｣ を問うて

い くだけで はなかなか思うようなタイミ ン グを つ かむこ とはできなか っ たであろう｡ ボ
ー ル の 高

さを確認できる 目標物を提示 したからこ そよりよ い ジャ ン プの タイ ミ ン グを見出す ことができた

と考える ｡

Ⅲ 成果と課題

子どもが ｢ 科学的な感性｣ を働かせ て ､ 自分の 動きと目指す動きとの ずれや重なりをとらえ ､

ポイ ン トを絞り込むためには ､ 目指す動きの 像を明確にす るための 仲間の 動きの提示と､ 自分

の 動きの力感やス ム
ー ズさをと らえる場 の 設定が有効で ある ことが見えて きた ｡

｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を働か せ て ､ 動きを変える ため の ポ イ ン トを検証 して い く

際の ､ ｢ もの によ る働きかけ｣ の有効性が明らかにな っ てきた ｡

チビもが自分の 力感や ス ム ー ズさをとらえて い く際に､ 子 どもにそれを どう意識化させ たり､

教師が どの ように見取 っ て い くかに つ い て ､ 具体的な方法を探っ て い く必要がある ｡

ボ ー

ル 運動にお い て ､ 中核技術に焦点づけながらもゲ ー ム を中心 に展開して い くような学習

過程を明らか にする必要がある ｡
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